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国・県等
の動向

国により「水道ビジョン」・「下水道ビジョン２１００」
が策定され，施設等の耐震化やアセットマネジメントを踏
まえた改築・更新のほか，上下水道資源を活用した環境負
荷の低減を推進するなど，将来における上下水道のあるべ
き姿や持続可能な循環型社会を構築するための方向性が示
されている。

老朽施設の更新や耐震化には多額の資金が必要であるが，
国庫補助金等の制度の変更はないことから，財源の確保が
大きな課題となっている。
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【凡例】

政策指標が平成２１年度からさらに向上し，達成度は９５．３％となっており，目
標は概ね達成している状況である。
また，各施策とも概ね順調に進行しており，施策の満足度，重要度とも一定の高い
数値を示している。

　「上下水道サービスの質を高める」ため，水道水の品質を高め，安定的な給水を確保するための「水道水の安心給水の推進」，快適な生活環境の
確保と公共用水域の水質保全を図るための「下水の適正処理の推進」，環境負荷の低減を図るための「上下水道施設・資源による環境保全の推
進」，顧客満足度の向上や経営基盤の強化を図るための「顧客重視経営の推進」に，重点的に取り組みます。

水道水の高品質化や安定給水，生活排水の適正処理などにより，市民の上下水道サービスへの満足度が向上しています。

現在，ほぼ全ての市民に水道水が供給されている状態にあるが，今後も高品質で安全な
水を供給するために，新しい技術を取り入れながら，水質管理を行っていくとともに，
持続可能な水道事業を実現していくため，老朽化した施設・管について耐震化やアセッ
トマネジメントを考慮した施設の改築・更新を計画的に進め，災害や事故に強い水道の
整備や危機管理体制の強化等に計画的に取り組んでいくこと。また，安定した給水の確
保のため，施設等の適正な維持管理を推進すること。

市民の快適な暮らしを支えるために

上下水道サービスの質を高める

指標②

指標③

73.1%
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　施　策　の　達　成　状　況

進捗状況
施 策 の 指 標（上段:総合計画に基づく指標）

　　　（下段:その他の指標）

「上下水道施設・資源による環境保全の推進」や「顧客重視経営の推進」について
は，他の施策と比較すると，市民の意識の中で重要度・満足度とも低い状況であ
る。このようなことから，引き続き，地球環境にやさしい環境負荷低減事業の推進
や顧客ニーズを捉えた事業の推進と併せて効果的な広報活動により，市民の関心を
高め，市民の満足度・重要度を向上させるよう，努めていくことが重要である。

東日本大震災の発生などにより，危機管理意識がより一層
高まる中，ライフラインとしての上下水道についても災害
や事故への適切な対応が求められている。
また，上下水道事業懇話会において，財政基盤の安定化を
実現していることについて評価される一方，局の取組みや
実績について，より効果的な広報活動が必要であるといっ
た意見がある。

改善の必要
な点

多様化するお客様ニーズを的確に捉え，さらなるサービス向上を目指し，平成２１年３月に策定した「上下水道基本計画」に掲
げた各種施策・事業を着実に推進する。また，地方公営企業として，受益者負担の原則及び独立採算の原則に立ち，最小の経費
で最大の効果が上がるよう効率的・合理的な経営を行う。

持続可能な上下水道事業の確立のため，アセットマネジメントを踏まえた改築・更新を図るとともに，今回の震災を踏まえ，施
設等の耐震化を推進する。また，生活排水の適正処理を推進するため，合流式下水道の機能改善及び緊急度の高い重点排水区の
雨水幹線等を整備する。更に，市民に信頼される経営に向け，費用の抑制・企業債の縮減を図り，財政基盤の強化に取り組む。
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施　策　の　二　次　評　価
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上下水道サービスが充実している
と感じている市民の割合

市民の意識
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老朽配水管布設替事業は，政策目標である水道水の高品質化や安定給水に係る本施策の
中核となる事業であるため，今後も目標値の早期達成に向け，「老朽配水管布設替計
画」に基づき，事業をより一層推進し，おいしい水の供給と災害に強い水道施設の実現
に向けた取組を強化すること。

水源地域の住民との相互交流事業については，将来に向けた安定水源の確保には欠かす
ことの出来ない事業であるが，事業開始から約２０年が経過し，社会を取り巻く環境も
変化していることから，事業の廃止も含めた今後のあり方について検討すること。

見直し事業

ー

 ④ 現状と
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　  分析

水道水の安心給水の推進

４．政策を構成する施策一覧
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老朽配水管更新率（％）
【算出式】
老朽配水管更新延長
老朽配水管延長
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地球温暖化が進行している現在，環境への負荷を軽減し，また，市民の環境意識向上を
図る上でも，上下水道局として環境保全事業に取り組むことは必要不可欠である。これ
まで，浄水場の太陽光発電や，送水管の小水力発電など，環境負荷の低減に取り組んで
きたが，今後も，費用対効果を踏まえながら，環境にやさしい事業運営を推進するとと
もに，市民に対し，事業に対する関心を高めるＰＲの強化にも努めていくこと。

上下水道の仕組みや料金制度について，市民へのＰＲを強化し，事業に対する一層の理
解を得るよう努めること。また，これまで各種会議やアンケートで収集した顧客ニーズ
について詳細な分析を行い，その分析結果を事業に反映し，顧客満足度の向上を図るこ
と。併せて，事業経営については，料金収入の確保や費用の抑制を図るなど，引き続き
財政基盤の強化に向けた取組を推進すること。

重点事業
広報紙の発行，お届けセミナー及び各種イベントの開催等による双方向コミュニケー
ションの強化や上下水道料金の収納率向上及び加入・接続促進による料金収入の収益拡
大による財政基盤の強化を図ること。

総論

見直し事業

総論

総論

21.5%

63.3%

見直し事業

ー

重点事業

―

見直し事業
これまで以上に顧客ニーズを効果的・効率的に聴取するため，上下水道モニター等の広
聴事業の実施手法を見直すこと。

86.0%

公共下水道整備事業や特定環境保全公共下水道整備事業については，順次計画的に整備
を進めてきており，現在，整備率が約９割を超えるなど概成に向かいつつあることか
ら，今後は，水洗化率の向上のため，投資効果等も考慮した，より効率的な整備手法に
ついての検討を行う必要がある。

現在の下水道普及率・整備率とも高い水準であるが，今後も市民の快適な生活環境を確
保するため，地域の状況に即した効率的な整備を図り，計画的な施設整備と事業の効率
化を推進するとともに，持続可能な下水道事業を実現していくため，老朽化した施設・
管渠について，耐震化やアセットマネジメントを踏まえた改築・更新を計画的に進め，
災害や事故に強い下水道の整備や危機管理体制の強化等に計画的に取り組んでいくこ
と。また，公共用水域の水質保全を図るための合流式下水道緊急改善事業については，
ゴミ除去施設であるスクリーンの整備を完了し，平成２１年度から貯留施設設置工事を
継続中であるが，住宅が密集する市街地での工事となることから，周辺住民に配慮した
整備の手法を検討しながら推進していくこと。

重点事業

下水汚泥のスラグ利用や上下水道施設への新エネルギー設備の導入などにより，環境保
全対策の一定の整備が進められたことから，下水処理の過程で発生するガスや処理水な
どの未利用資源をはじめ，他の環境保全技術の情報収集や導入可能性について検討を行
うこと。
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環境負荷低減対策事業として設置した今市第３減圧所の小水力発電設備については，設置

ー

合流式下水道改善率（％）
【算出式】
貯留施設整備済区域面積
合流式下水道区域面積

老朽管渠更新率（％）
【算出式】
改築工事完了路線延長
改築工事が必要な全路線延長

ー

水道施設の二酸化炭素排出量削減率（％）
【算出式】
 二酸化炭素削減量
1990年の水道施設全体の二酸化炭素排出量

4 顧客重視経営の推進

顧客満足度（％）
【算出式】
水道事業に対し満足又は概ね満足と答えた人数

有効回答者数（マーケティング調査結果）
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2 下水の適正処理の推進

上下水道施設・資源による環境保
全の推進

36.7%

54.8%

62.2%34.7%

76.2%

老朽管渠改築更新事業は，政策目標である生活排水の適正処理に係る本施策の中核とな
る事業であるため，今後も目標値の早期達成に向け，「老朽管渠改築更新計画」に基づ
き事業を推進し，下水の適正処理と災害に強い下水道施設の実現に向けた取組を強化す
ること。また，合流式下水道緊急改善事業については，平成２５年度末事業完了を目指
し事業を実施しており，引き続き計画的に事業を進めること。
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